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1．99mTc溶出液の放射化学的純度

天野　良平　　真田　　茂

安東　　醇

　　（金沢大・医技短）

前田　敏男　　森

久田　欣・・一一一i

　　　　（同・核）

小村　和久

　　　　（同・理）

厚文

　99Mo．99mTcジェネレータから溶離される溶出

液99mTc　04一の放射性核種的純度を測定すること

は，99mTcの放射性医薬品の品質管理の立場から

重要である．演者らは，不純物核種の定量的測定

を行なった．γ放射体は，Ge（Li）半導体検出器

によるγ線スペクトロメトリーにより，90Sr・239Pu

は，放射化学分離法により単離した後，90Srは液

体シンチレーション法で90Yを測定し，239Puは

α線スペクトロメトリーにより定量した．

　その結果，以下の点が判明した．（1）最近使用

されているジェネレータは，核分裂生成物の99Mo

を使用している．（2）溶出液中に測定された不純

物核種は，1311，103Ruおよび140Baのいずれも

核分裂生成物であった．（3）90Sr，239Puにっいて

は，それぞれ3．6×10－7μCi／ml・1・7×10－9μCi／ml

以下という値が得られた．

2．フェリチンのRIA一鉄欠乏性貧血の診断と治

　　療に関して

斎藤　　宏

（名大・放科）

林　大三郎

（同・放部）

　鉄欠乏性貧血（IDA）は貯蔵鉄が枯渇する時に

顕在化する．貯蔵鉄の指標としては従来，骨髄ヘ

モジデリン，デスフェラールテスト，血清鉄，

UIBCなどが用いられてきたが，骨髄ヘモジデリ

ンは半定量的であり，デスフェラールテストは貯

蔵鉄増加時にのみ定量的であり，IDAの診断に

は適しない．血清鉄やUIBCは必ずしも貯蔵鉄

を反映しない場合があるが，フェリチンの値が低

い場合は貯蔵鉄の減少を確認できる．IDAでは

TIBCの増加と血清鉄の減少が特徴的で，フェリ

チンの測定を行なうまでもないケースがほとんど

であるが，IDAの合併症や，例外的ケースでは

フェリチンは有力な指標である．IDA治療経過

観察上も，フェリチンは貯蔵鉄を良く反映する・

TIBC，　UIBC，血清鉄のラジオアッセイとフェリ

チンRIA’との関係を症例を追って報告した．
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